
る。

懸霊碑子には電車線用 ・ 送電線

汗lがあり，使用方法により碍子を

懸霊状に電線を支持する懸垂形と

碍子を横にして電線を引止める耐

波形とがあり ， キャップの構造に

よ り P レピス形 (clevis type) と

ポ ー ノレソケット形 (ba ll socket 

type) とがある。

送電線のような高電圧斤jのもの

こは，その電圧に応じて適当な個

数の際i匹懸霊碍子をiill結して使用 3 電車線用耐強懸霊碑子

する。傑準懸垂碍子は F レピス J[}でl滋総のつばの直径が， 254 

mm および 180 mm のものとがあり ， 後者は 6 万V以下の電線

に{吏周さオ1る。(佐々木突き幹)

けんすいてつどう 懸垂鉄道 常通の高架鉄道と多少越をu\t

にし，空中に支持された特殊軌条に車両を懸垂し運転する欽道

をいう。一般 1. 懸蚤鉄道型式図(ドイツ
に単車九条であ エノレベノレフェノレト=バルメン問)

ってこれに車

丙を垂下し，

静止中も運転

中も完全に平

衡を保つよう

になっている。

前記軌条のほ

かに辺~~坑条お け l 

よび支軌条を 11 11 

設けることが 市が川一一叫前提ヨ

あるが，これ 穫量 -さ弓E三主主主主=
らはいずれも 隆盛匂府雨明市みが問 ρ

単に車両の動矯を防ぐために設けられるものである。 ドイツの

エノレベノレフ ェノレト (E l be rfeld) からパノレ メ γ(Barmen) に至る

8. 5 マイノレのブ y ベル ( ì九T uppe r ) 川にそって架設されたものは

1903 年に完成している。軌道を支持する附造物は鉄骨構造であ

って，その型式は図のようでゐり ， 1.主問は 24-33 m で矯脚は プ

ッベノレ川両岸にすえ付けられた基礎上にまたがり， 200 m ごと

に回定端を有する。第 3 軌条式で車両定員は 75 人， その編成は

2 ないし 3 雨で， 時速lf.i:.高 48km である。

現在この径の鉄道は諸外国においてもあまり多 く見られない

が，懸霊欽道は都市交通の混雑緩 九 }一... .'5手
荊Iのため， 地下鉄道および高架鉄 ;月九品』44
道とともに，都市の立地条件に過 日 、 " . '〆 ゴ『

した鉄道と考えられ，郊外と都心 βi

間の高速鉄道として用いられる可 .;ø:

能性が多い。

アメリカのロスア γゼノレス付近

に計図されているものは， 都市連

絡の短距離用のものであって ， I時

速1l0km といわれている。わが

国においては遊園地で用いられて 与」足主ぷ±!日旦E恒正島
おり，写真は西武鉄道堂島遊園地 2 懸垂鉄道

にある懸丞鉄道を示すものである。その様造の概要は 14 ;;t王の

鉄事答に多角形梨附を支持させ， さらにこれに地上 6.7 m の高さ

において単軌条を支持するようにした直径 60 m の円形軌道で

ある。

けんすいてつ

2. 送電線用懸ill li!J. 二子

2 大きさ

(1) 貨車検修車庫

長さは検修線および修

繕線の長さの 60% を傑

準とする。これは線の容

量には作業の波ìftI)を考l置

されているものであり ，

作業の方法によりある程

度の融通性があるためで，

笑獄から見ても十分と認

めらオ1る。 門司駅貨車検修司1陣2. 

圃_ '"・E ・腹話露掴し寄量曹酷明-

3. 新潟駅気動車検修平Jili

:ïlï~lïの幅員を決定する関係各線路間隔はつぎのとおりである。

検査線 ・ 修繕線と車庫側壁間 4.5m (職場側)

" 3.5 (職場と反対{HI])

検査線と修繕線開 5.0 
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1. 電車線用懸垂碍子

修繕線相互間

111郎と車Illï外の線路|制

(2) 客車検修車両Z

長さは検査線およひ.修繕線の全長にわたるものとす る。 これ

は線の延長が編成単位で定められたものであり，編成を分自ft し

て行う作業は非能率であるばかりでなく，修繕作業は11主体高上

作業を主と し複雑な作業が多し、からである。

車庫の幅員は車l車内の線数によることはもちろんで関係線路

間隔はつぎのとおりである。

検査線 ・ 修繕線と 11ï~側壁間

検査線と修繕線開

修繕級相互間

車~と lII)i']i外の線路間

3 1ド~床間舗装

IlI nlï床面は全商コ γ クリート舗装を裂する。特に重iii部品を

取扱ったり部分品の分解作業箇所は木塊舗装とする。(中山隆)

けんすいがいし懸垂碍子 (英)

suspension in sula tor 帽子形の電

気絶縁用磁探の上から可鍛鋳鉄製

のキャップをかぶせ， 下から可鍛

鋳鉄製または銅製のピンを入れ，

それぞれセメント着したものであ

(職場側)

(職場と反対側)




